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2023 年度事業報告 

【2023 年度概観】 

 2014 年 NPO 法人化したライフアゲインにとって、2023 年度は設立 10 年目として春からキャンペー

ンを展開しました。この 10 年、多くの支援者、市民の関りによって活動が広がり、社会的な影響力も

徐々に持つようになりました。10 年の歩みを振り返り深い感慨を持ちましたが、それはまた、私たちの

活動を必要としている人たち、支援を待たれている人たちが、減っていないということでもあります。 

2023 年 5 月から新型コロナウィルス感染症の位置づけが２類から５類に変更されましたが、時を同じ

くして物価高騰の波におされ、私たちの暮らしは非常に不安定さを増してきました。フードバンクの支

援世帯数はいまだ増加傾向を止めることができません。北九州市子ども家庭局の調査になる『令和３年

度北九州市ひとり親家庭実態調査』および『令和３年度市民意識調査「子どもの生活状況調査」』によ

ると、潜在的に食料支援を必要としている子育て世帯は約 15,000 世帯存在することが読み取れます。 

 私たちのミッション「生まれ育った環境のために、満たされた食事ができない、十分な教育を受けら

れない、寂しい思いをしている子どもを北九州市からゼロにする」を考えれば、まずはこの 15,000 世帯

へつながっていくことが重要なことと考えられます。現在、私たちは要支援世帯とつながるしくみとし

て LINE 公式アカウント登録を置いていますが、年度末には登録者数約 2,300 名となりました。 

 

 2023 年度は、事業における連携が拡大・進化しました。ひとつは北九州商工会議所食品部会との連携、

もうひとつとして北九州市保健福祉局地域保健福祉課との連携を上げることができます。 

 北九州商工会議所食品部会との連携は、ライフアゲインの社会的存在意義に共感していただき、食品

寄贈にとどまらず組織広報や資金調達にまでつながっています。 

 行政との連携事業として進化したものとして「フードサポート北九州」があります。応援食品の譲渡

を契機として必要な相談機関につなごうとする試みです。この取組は 2022 年度にスタートし、2023 年

度には地域に広がりをみせました。 

 

 食品ロス削減の視点から「非常食・災害食」を取り上げたシンポジウム『非常食を福祉につなぐ～備

食だからこそ美食へ～』を、北九州国際会議場で開催しました。行政、企業、個人、さまざまな立場か

らの参加があり、試食もおこない、広い反響がありました。 

 

 また、2023 年度は第 1 期中期計画の最終年度にあたり、1 年間かけて次期中期の検討を行い、第 2 期

中期計画としてまとめました。次期中期計画は、冒頭に記載したミッションを果たすための事業規模拡

大、それを可能にする資金調達計画がベースとなっています。並行して、2023 年度 3 年計画で採択され

た JANPIA（休眠預金等）助成事業として「組織基盤強化」を進めてきました。広報専任のスタッフの

雇用よる広報力の強化、新たな資金調達として企業アプローチを強化してきた攻めの１年でした。 

 

第 1 期中期計画の 3 年間を振り返れば、経常収益は計画比 155.6％、経常費用は計画比 148.7％とな

り、第 1 期中期は資金調達、事業規模も計画以上の成⾧を遂げることができました。しかし、最終年度

の 2023 年単年度としては大幅な赤字決算となりました。この赤字の要因は、予算化していた特別法人会



2 

 

員の獲得の遅れなど資金調達が予定通り進まなかった一方で、事業経費は予算を超えて膨らんだ点にあ

ります。その事業費には資金調達につなげる広報活動の強化、2024 年度本格稼働させる北九州フードバ

ンクセンターへの先行的投資等を含んでいるなど、事業が大きく進んだと言うことができますが、改め

て資金調達と事業規模の成⾧バランスをとること、それを忘れないマネジメントが必要です。（経常収益

前年対比 110.8％、経常費用前年対比 121.6％） 

今後の安定運営を行うためには、資金調達の成果を早期に出していくことが求められています。 

 

 

 

【フードバンク事業】 

■フードバンク 

2023 年度の食品取扱量は 175.2 トン、2022 年度比 128.3％となりました。企業・団体からの寄贈量が

141.6 トンで全体の 80%を占めており、寄贈元となる企業・団体の増加が、全体の食品取扱量伸⾧につ

ながっています。これは、北九州市商工会議所食品部会を通じて、市内の数多くの企業と新たな関係性

の構築が進んだことも大きな要因となっています。 

また、「つきだテラスＴＯＭＯＮＹ」が子ども食堂ネットワーク北九州の食品配布拠点施設に指定さ

れたことにより、ネットワーク関係食品 10.1 トンの取扱量が加わったことも全体に影響を与えました。 

フードドライブについては、2 回の市内一斉開催に加え、実施企業・団体も増加しましたが、寄贈量は

13.3 トンと前年並みに留まりました。 

これら寄贈された食品は、食品を必要とされる子育て世帯、高齢者、困窮者、子ども食堂、福祉施設

などに遅滞なく渡すことができました。 

 

主な食品寄贈企業・団体（敬称略・順不同）…北九州市学校

給食協会、日本製鉄関連各社、TOTO、日本生活協同組合連

合会、コカ・コーラボトラーズジャパン、久原本家グループ本

社、味の兵四郎、ドール、コストコ、フランソア、エフコープ

生協、福岡ライオンズクラブ、九食、イオン九州、など。 
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 2022 年度実績 2023 年実績 

活動費 44,803,240 円 54,868,197 円 

食品取扱量 136.6 トン 175.2 トン 

食品提供企業数（個人・寺以外） 188 社・団体 216 社・団体 

食品受取り施設 112 施設 125 施設 

子育世帯食料支援数（期末数） 94 世帯 141 世帯 

子育世帯支援総数 468 世帯 626 世帯 

LINE 登録者数（期末数） 1843 世帯 2339 世帯 

 

＜フードドライブの推移＞ 

年度  拠点数 キロ数 

２０１７年度 

市内一斉 

フードドライブ 

の集計 

３１ ８７６ 

２０１８年度 ３２ １１５０ 

２０１９年度 ２０ ４９８ 

２０２０年度 １７ ９１９ 

２０２１年度 ２６ ８９９ 

２０２１年度 全体の集計 ９４ ５５７６ 

２０２２年度 全体の集計 １０６ １３３７５ 

２０２３年度 全体の集計 １２７ １３３２０ 

 

 

■食品取扱量増加に対応するための倉庫管理体制構築 

2024 年度 220 トン、2025 年度 300 トンと今後さらなる拡大を計画している食品取扱量に対応するた

めの新たな倉庫配置体制と倉庫管理システムの構築に着手しました。 

食品保管と管理の基盤となる大型倉庫の確保について検討をすすめ、北九州イノベーションセンター

との共同運営体制のもと、北九州フードバンクセンターを開設することになりました。また、基盤倉庫

してのフードバンクセンター開設に合わせて既存の倉庫の役割整理も行い、より効率的な食品管理と配

布が実施できる準備を整えました。 

またこれまでの紙と目視による在庫管理からデータによる管理への移行を図るため、キントーンアプ

リによる倉庫管理システムの構築と整備を進めました。これにより、いつでもどこからでも誰もが在庫

数を確認できる体制が整い、迅速かつ効果的な食品配布が実

現できるとともに、賞味期限等の明確な管理が可能となり二

次廃棄の削減につなげることができます。北九州フードバン

クセンター、データによる新倉庫管理システムともに、2024

年度より本格稼働となります。 

 

ライフアゲインの倉庫管理のためのキントーンアプリの制

作は、認定 NPO 法人サービスグラントのコーディネートに

よるパナソニック・プロボノプロジェクトの協力によって実現しました。 
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【ファミリーサポート事業】 

ファミリーサポート事業は、北九州全域における子育て要支援世帯を対象にして取り組んでいる事業 

です。北九州市 7 区に置かれた「いのちをつなぐネットワーク」や子ども家庭相談コーナーなどと連携 

して、要支援者への食品配布を継続しています。 

2023 年度は物価高騰より、くらしは厳しさを増しており、継続食料支援世帯数は約 140 世帯にのぼり

ました。深刻化する相談内容に対応できるよう、体制強化としてスタッフへの内部研修実施、外部研修

の参加を優先的に行いました。ボランティアの増員については引き続き募集を行います。 

また、サポート体制においては専門的視点から社会福祉士、臨床心理士等スーパーバイザーのサポー

トを受けることができました。 

 

■ライフアゲイン LINE 公式アカウント 

北九州市と連携した取組として、7 月に児童扶養手当受給世帯 12,000 世帯へライフアゲイン LINE 公

式アカウントについての情報提供を行いました。これにより LINE 登録者数は 2300 世帯（年度末）、昨

年度 1860 世帯に対して 460 世帯増となりました。 

ライフアゲイン LINE 公式アカウントを通しての子育て世帯への情報配信数は 30 回でした。また、 双

方向専用の LINE 公式アカウントについては、食品の受取りや情報提供についてのやりとりが多く、

LINE での困りごと相談は減少しています。 

 

定款の 

事業名 
事業内容 

実施 

時期 

実施 

場所 

従事者

の人数 

受 益 対

象 者 の

範 囲 及

び人数 

事業費 

の金額 

（千円） 

フ
ổ
ド
バ
ン
ク
事
業 

食品関連事業者及び個人から余剰食料を回収

し、提供された食品を社会福祉施設、生活困

窮者の自立支援活動をする非営利団体、及

び、子育て世帯、個人に提供する。実績数…

175.2 トン 

通年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国 11 人 125 

施設 

626 

世帯 

13,733 

千円 

食品提供企業を開拓するために、福岡県フー

ドバンク協議会、全国フードバンク推進協議

会、全国子ども食堂支援センター”むすびえ”

などと共同して企業開拓する。実績数…216

社 

8 人 

フードドライブを実施し、提供された食品を

社会福祉施設、生活困窮者の自立支援活動を

する非営利団体、および、子育て世帯、個人

に提供している。 

・市内一斉フードドライブ（9 月、1 月） 

・企業などによる自主的なフードドライブ 

・常設のフードドライブ拠点数も増加 

市内 

１２７

拠点 

15 人 
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■夏休み・冬休みお腹いっぱい大作戦 

≪夏休みお腹いっぱい大作戦≫ 

7 月に行った「夏休みお腹いっぱい大作戦」では、企業へ「ほしいものリスト」をつけて食品寄贈協

力依頼を送付し、食品ロス削減の寄贈に加えて子育て家庭が必要としている食品の寄贈を募りました。

30 社からの食品寄贈品を 1000 世帯へ宅配でお届けしました。更に箱詰め作業は、三菱 UFJ 銀行、第一

生命保険、サンキュードラッグ、九州電力、久原本家などの企業含め 48 人のボランティアによって行い

ました。 

 

また、7 月には、北九州市との連携において児童扶養手当受

給者を対象にチラシを配布し、LINE 公式アカウント登録を呼

びかけ、760 名の新規登録がありました。その内、抽選で 400

世帯へ応援食品を配布、抽選に外れた世帯へは絵本を送付しま

した。 

 

≪冬休みお腹いっぱい大作戦≫ 

冬休みお腹いっぱい大作戦も夏と同様に企業へ「ほしいものリスト」をつけて食品の寄贈を募りまし

た。17 社からの食品寄贈、そして、冬休みお腹いっぱい大作戦の宅送料は、クラウドファンディングに

よって 156 万円の支援をいただきました。 

また、今年も NPO 法人チャリティーサンタとの連携において 1,000 世帯へクリスマスプレゼントとし

て絵本を送りました。 

 

■相談事業 

北九州市総務局女性の輝く社会推進課から「女性のためのつながりサポート事業」を受託し、実施し

ました。この事業は、昨年度まで 2 年間継続した男女共同参画推進課委託事業「困難を抱える女性に寄

り添う支援事業」の後継事業です。この 3 年間で体制も強化し、スキルも向上しました。前年度月平均

17 件ほどの相談件数が、2023 年度は月平均 21 件となりました。 

 

■ケアリーバーへの取組 

全国フードバンク推進協議会と日立製作所との連携により、「令和 5 年度孤独・孤立対策活動モデルと

して社会的養護の制度を離れた若者（ケアリーバー）に対する支援事業として生活サポート（食品配布）

に関する試行的な取り組みを実施しました。北九州市内児童養護施設 7 カ所、自立援助ホーム 8 カ所、

ファミリホーム 3 カ所、里親会 1 カ所、北九州市社会的養護自立生活相談事業所 HANA“YELL1 カ所、

合計 20 施設へ案内チラシを配布し、施設を通して対象者へ配布していただきました。1 月、2 月でお申

込みいただいた 32 件の対象者へ食品の発送を行いました。 

 

■おもいやりぽけっと BOX プロジェクト 

思いやりぽけっと BOX プロジェクトの拠点が 2 カ所（八幡図書館南分館、つきだテラス TOMONY）

増え、これまでの拠点（エフコープ沼店、エフコープ志井店、八幡図書館）に加えて 5 拠点に常設設置

することができました。また、常設の拠点での運営について振り返りを行い、今後の運営のサイクルに

ついての話し合いを行いました。生理用品の寄付 234 件、メッセージボックスには 29 枚のメッセージ

が寄せられ、思いやりが循環しています。 
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■ホームスタート・ライフアゲイン 

私たちはビジョン実現のために、すべての子どもたちが安定し

た養育環境の中で育つようにと取組を行っています。中でも重要

と考える乳幼児期の子育て家庭の支援について、⾧年の懸案であ

ったホームスタート事業を、オーガナイザー2 名、ホームビジタ

ー4 名の体制で 4 月より活動を開始し、今年度正式スキームとす

るために必要な５家庭の訪問が終了しました。 

ホームビジターの定期的な研修として 4 月～12 月迄、月 1 回研

修会を実施しました。オーガナイザー・ステップアップ研修として 10 月の九州エリア研修会への参加、

１月 OG フォローアップ研修参加、2 月活動報告会学習への参加などへ積極的に参加しました。さらに

第２期ホームビジター養成講座を開催。新たにホームビジター3 名が加わり、ホームビジターは 7 名と

なりました。 

 

■つきだテラス TOMONＹ 

2023 年度は 7 月から月 2 回みんな食堂を開催、食事だけでなく交流の機会として開催ごとにクイズ大

会やオカリナ演奏、マジックショー、落語、つきだマルシェなど様々なイベントを行うことで多世代の

交流の居場所となっています。 

また、地域の方々とのつながりができたことにより、市民センターとの連携が強化されました。イベ

ント開催の協力や情報提供などを一緒に行う事で、より地域に信頼される拠点に近づいています。さら

に、食料支援の受取り拠点として運用するだけでなく、健康相談会、法律相談会、行政書士相談会など

を定期開催することで、食以外の困りごとへのサポートにつながりました。 

誰もが利用できるゆったりスペースや研修会、イベントなどに使用できるホールも利用者や団体が増

えており、そこでつきだテラス TOMONY を知った方がつながりの中で情報を提供してくださることで、

放課後等デイサービス事業者の会合や子育て支援団体のイベント、地域の町内会サロンなどの集まりあ

や放課後に子どもたちが遊びにくる居場所にもなりました。 

つきだテラス TOMONY のような拠点が各区にあれば良いなという声も届けられています。 

 

■フードサポート北九州 

昨年度に引き続き「食からつながる生活相談会」として、孤独・孤立対策、困窮者対策に加えて物価

高騰の影 響を受けている住民を、さまざま相談につなぐために食料品などの 無料配布を行いました。事

業は、北九州市保健福祉局、孤独・孤立対策等連携協議会のメンバーを中心として実行委員会形式で実

施され、ライフアゲインは事務局を担いました。フードサポート北九州 は、拠点型と地域交流型の 2 形

式で行い、今年度は拠点型 2 回、地域型７回の開催となりました。北九州市と市内の支援活動を行って

いる NPO などの連携も 更に強まりました。 

≪拠点型フードサポート≫ 

・第 1 回…12 月 24 日（日） AIM ビル 3 階 D・E 展示場 

利用者数 644 人（事前予約 426 人、当日申込 218 人） 

相談件数 33 件（初めての相談 19 件、医療費、年金、物価高騰による家計悪化、就労など） 

・第 2 回…2 月 10 日（土）ウェルとばた 2 階多目的ホール 

利用者数 775 人（事前予約 499 人、当日申込 276 人） 

相談件数 35 件（初めての相談 27 件、健康、介護、住まいの課題、家計、就労など） 
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≪地域交流型フードサポート≫ 

 北九州市 7 区全区で、社会福祉協議会と地元まちづくり協議会など地域の方々と連携した取組が行わ

れました。ライフアゲインからも取組の目的と意義について動画で発信し、助け合いの社会づくりの輪

を広げました。 

 

【地域子ども支援事業】 

子ども食堂・地域食堂を「子どもを真ん中に置いたまちづくりの拠点」として展開していく中で、尾

倉っ子ホーム・ちゅうおうまち食楽福亭・みんな食堂とそれぞれの子ども食堂が置かれている地域性が

表れてきました。地域連携も強化されました。 

学習支援の取組としては、無料学習塾と無料自習室があり、ボランティアの関りとともに内容も進化

してきています。 

ライフアゲインの取組の広がりとともに、子どもたちの笑顔が広がっていきます。 

 

定款の 

事業名 
事業内容 

実施 

時期 

実施 

場所 

従事者

の人数 

受益対象

者の範囲

及び人数 

事業費 

の金額 

（千

円） 

フ
Ỻ
ミ
リ
ổ
サ
ポ
ổ
ト
事
業 

つながり支援チームにより、食料支援を

行っている子育て世帯に対して、面談あ

るいは食料配布時の対話を通してニーズ

を把握。実情に合った支援につなぐ。 

年中 市内 

 

6 人 市内の子

育て要支

援世帯 

141 世帯 

15,630 

千円 

行政及び社協との連携…いのちをつなぐ

ネットワーク、子ども家庭相談コーナ

ー、社協との連携を強化しスムーズな連

携を実現する。 

6 人  

LINE を活用したつながり支援を、情報

提供や情報収集を充実させることで強化

していく。 

3 人 2300 人 

⾧期休み前の食料配布（夏・冬休みお腹

いっぱい大作戦） 

北九州市との連携において児童扶養手当

受給者への LINE 公式アカウント登録案

内チラシ配布、対象者への食料配布 

７月 

８月 

12 月 

60 人 1000 世帯 

400 世帯 

1200 世帯 

ホームスタート事業（家庭訪問型子育て

支援） 

年中 9 人 5 世帯 

包括的支援に向けての連携 

＊実行委員会形式で実施 

・フードサポート北九州（拠点型） 

・フードサポート北九州（地域交流型） 

 

12、2 月 

10~３月 

ﾗｲﾌｱｹﾞｲ

ﾝからの

参加者

40 人 

市内の要

支援個人 

1200 人 

900 人 
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■子ども食堂・地域食堂の運営 

＜尾倉っ子ホーム＞ 

皿倉小学校区の皿倉小学校、尾倉中学校、小百合保育園、春の町保

育園に案内を行い、皿倉小学校に隣接している尾倉市民センターで毎

月第 2・4 水曜日の 17 時から開催しました。中止になったのは、8 月

9 日（台風）、10 月 25 日（センターまつり）、1 月 24 日（降雪）の 3

回でした。 

子ども参加人数は平均 30 名、世帯数はおおよそ 20 世帯前後。ボラ

ンティア参加は調理スタッフの西本町児童館母親クラブが中心とな

り、受付も担うことで子どもたちとのコミュニケーションもできています。皿倉小学校の教師も毎回参

加され、小学校との連携も深まっていますが、一方で大学生の参加が少なく課題と考えています。 

 

＜ちゅうおうまち食楽福亭（たらふくてい）＞ 

八幡小学校区の八幡小学校とその小学校に隣接する中央中学校、ま

た、つばさ保育園、中央しおり保育園に案内を行い、八幡中央区商店

街ふれあい広場（屋外）にて、毎月第１土曜日午前 10 時から開催し

ました。中止になったのは、7 月 1 日（山笠）、11 月 4 日（起業祭）、

寒気が強い 1 月から 3 月でした。 

子ども参加人数は平均 60 名を超え、10 月には中央しおり保育園の

秋祭りとコラボし多くの園児と保護者も参加してくれました。ボラン

ティア学生として九州国際大学、九州共立大学がまちづくりの実践教育の機会として毎回参加し、八幡

大谷まちづくり協議会からも調理スタッフとして参加してもらいました。地元企業である九州電力が高

所作業車、大英産業が端材で地域通貨づくり、サニーライフがマスコット着ぐるみを用いてブース参加

するなど、企業や学校含めのさまざまな世代、多様な方々が交流する場となりました。 

  

＜みんな食堂 TOMONY＞ 

つきだテラス TOMONY での子ども食堂は、世代間の交流

促進を目的とし、支援対象者および地域住民すべてを対象とし

た「みんな食堂」です。2023 年 3 月（2022 年度）よりスター

トし、6 月までは月１回、7 月以降は月 2 回の開催としていま

す。 

地元の自治会やまちづくり協議会、市民センターや生協との

連携により、毎回定員を超える参加者数となっており、貴重な

地域交流の場として大変喜ばれています。 

 

■フードパントリーによる応援食品の配布 

尾倉っ子ホームをベースにした皿倉小学校区フードパントリーは、奇数月の第 4 水曜日である 5 月 24

日、7 月 27 日、9 月 28 日、12 月 13 日、3 月 22 日に実施しました。配布世帯は 30 世帯前後でした。 
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■無料学習塾「ステップアップ塾ライフアゲイン」＆無料自習室「STUDYCAMP」 

 2023 年度は次年度の本格運営に向けた準備期間として、無料塾・無料自習室とも、提携している

NPO 法人ユネスコ維新隊（本部東京都）が運営する学習支援のしく

みをそのまま実践しました。 

無料塾は毎週土曜日の午後 4 時から 6 時で全 38 回、無料自習室は

毎週月火木金の週 4 日、午後 6 時から 8 時 30 分までで全 224 回教室

を開放しました。ボランティア講師は無料塾が高校生 46 名・大学生 5

名・社会人３名、無料自習室は高校生４名・大学生２名・社会人６名

となり、高校生を中心とした講師参加となりました。 

また、講師を毎年安定的に確保し、つないでいくためのしくみを八幡高校のアクションプラングルー

プが考案し実践したことで、次年度に向けた新規登録者が 13 名も誕生しました。無料塾においては調

理ボランティア 3 名が毎週軽食を用意しました。無料塾の利用者はオンライン 5 名・対面 6 名、無料自

習室は 14 名でした。 

 

つきだテラス TOMONY でも無料自習室を 2024 年 1 月よりスタートしました。つきだテラスでの自

習室は、STUDYCAMP と切り分けたライフアゲイン独自の「無料自習室」として開設しました。毎週

月曜日～金曜日の 17:30～20:00 の時間帯に実施していますが、支援対象者や地域の児童生徒を対象とし

た居場所の提供を目的としています。 

 

■「君はかけがえのない宝物展 2023」 

今年で３年目の開催。ライフアゲインと連携している団体、施設の

子どもたちに、自分の好きなこと、夢などを自由に描いてもらった９

３作品を、ライフアゲイン事務所前、北九州モノレール香春口三萩野

駅、北九州市立八幡図書館で展示しました。子どもたち一人ひとりが

「がかけがえのない宝物」であるという思いをこのリレー展示で表現

することができ、見る人たちに元気を届けることができました 

 

■「わがまち大家族プロジェクト」 

「ちゅうおうまち食楽福（たらふく）亭」を地域づくりのプラットホームとし、子どもたちと地

域社会との交流機会（商店街店舗への訪問等）の取組を行いました。また、商店街と子どもをつな

ぐ仕掛けづくりとして移動型駄菓子屋を商店街内に置きまし

た。駄菓子屋を通して子どもたちと商店街をつなげたり、子ど

もたちが商店を訪問し、商店主とハイタッチをすることでお菓

子券をもらったり、暑い 8 月は商店街の飲食店で食事をしたり

など、商店との交流を図り、子どもの姿や声で商店街が賑わう

ようになりました。また、北九州市のふるさと納税（ガバメン

トクラウドファンディング）型事業に採択され、このプロジェ

クトに 623,000 円が寄付されました。 

 

 

 



10 

 

定款の 

事業名 

 

事業内容 

実施 

時期 

実施 

場所 

従 事

者 の

人数 

受益対象

者の範囲

及びのべ

人数 

事業費 

の金額 

(千円） 

地
域
子
ど
も
支
援
事
業 

子ども食堂の運営 

・尾倉っ子ホーム 20 回開催 

・ちゅうおうまち食楽福亭 6 回開催 

・みんな食堂 TOMONY 18 回開催 

第 2・4 水 

第 1 土 

第 1 日 

第 3 土 

八幡東

区 

 

30 人 

70 人 

18 人 

 

1060 人 

1023 人 

621 人 

7,668 

千円 

・フードパントリー皿倉小学校区 年 5 回 

 
市内 10 人 

 

747 世帯 

 

無料学習塾ステップアップ塾ライフアゲイン 

無料自習室 STUDYCAMP 

つきだテラス無料自習室 

毎土曜 
月火木金 

月～金 

市内 60 人 

12 人 

２人 

418 人 

630 人 

14 人 

君はかけがえのない宝物展 

 ライフアゲイン事務所前 

北九州モノレール香春口三萩野駅 

北九州市立八幡図書館で展示 

9 月～ 

11 月 

市内 ４人 60 人 

わがまち大家族プロジェクト 月 1 回 中央商

店街 

20 人 中央町地

区にお住

いの方々 

 

【災害発生時の総合的支援事業】 

■ウクライナ支援募金活動 

2022 年度にスタートしたウクライナの子ども支援のための募金活動

により、2023 年度には 132,000 円の寄付を受けポーランドに送金しま

した。寄付金は、ポーランドへ避難してきたウクライナの子どもたちの

支援活動や支援団体に、アニャ先生（ポーランド在住、ライフアゲイン

の学習ボランティア）からつないでもらいました。 

 

定款の 

事業名 

 

事業内容 
実施 

日時 

実施 

場所 

従事者 

の人数 

受益対象

者の範囲

及び人数 

事業費 

の金額 

(千円） 

災
害
発
生
時
の
総
合
的

支
援
事
業 

ウクライナ支援活動のための募金活動 

集まった寄付金 132,000 円 

年中 全国 4 人 5 人 

寄付者数 

133 

千円 

ウクライナ支援活動 

＊ポーランド在住のアニャ先生（ライフアゲイ

ン学習ボランティア）を通して支援活動 

年中 ﾎﾟｰﾗ

ﾝﾄﾞ 

2 人 不特定多

数 
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【普及啓発事業】 

 2023 年度は、休眠預金等助成事業として組織基盤にとりくみましたが、その柱は広報に裏付けられた

資金調達でした。この助成事業に取り組むために、広報専任スタッフを 2 名雇用し、これまで十分にで

きていなかった SNS（フェイスブック、インスタグラム、ツイッターX、ラインなど）からの発信、マス

メディアへのプレスリリースなどを強化することができました。また、ホームページの改良についても

専門業者に委託して改良を続けています。 

 また、組織基盤強化のための資金調達の一環として、「特別法人会員」を設定し北九州市内の企業を

中心にライフアゲインの活動を知ってもらい支援を呼びかける取組に力を入れました。2023 年度は 8 社

が特別法人会員となってくださいました。合わせて企業アプローチとして各地のロータリークラブを訪

問し、理事⾧から卓話をさせていただきました。 

 

■ 設立 10 周年キャンペーン 

2013 年に任意団体フードバンク北九州ライフアゲインを設立してから 10 周年、NPO

法人として 10 年目を迎えた 2023 年度は、設立 10 周年キャンペーンを行いました。10

周年記念寄付キャンペーンには多くの参加がありました。 

通常総会終了後のライフアゲイン café では、これまでのライフアゲインの成⾧を支え

てくださったボランティアの皆様に感謝状を贈呈しました。 

 

■ 発行物 

ニュースレター17 号、18 号、年次報告書を発行しました。ニュースレター17 号は 10 周年記念号とし

て「ライフアゲインの 10 年の歩み」を振り返りました。 

特別法人会員の参加の呼びかけを行うために、クラウドファンディングのために、ライフアゲインを

広くしていただくために、子ども食堂やシンポジウムなどイベントのための広報チラシなど、さまざま

な印刷物を作成し配布しました。 

 

■ シンポジウム「非常食を福祉につなぐ～備食だからこそ美食へ～」開催 

2 月 8 日、北九州国際会議場でシンポジウム「非常食を福祉につなぐ～備食だからこそ美食へ～」を

開催しました。非常食や災害備蓄食品の役割、求められる機能について情報交換し、「美味しい災害食

の必要性」という新しい視点を提供することにより、食味による二次廃棄（美味しくなくて食べられな

いから捨てるという二次廃棄）をなくして食品ロス削減につなぐことを提起したシンポジウムでした。 

会場参加は 100 名以上、オンライン参加もあり、活発な意見交換や災害備蓄食品の試食で大いに盛り

上がりました。1 月 1 日の能登半島地震の被災者支援の募金箱も会場に設置し、災害に備えた暮らし方

をあらためて考えさせられました。 

 

■ スタディーツアー 

新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行されて海外への修学旅行が復活したこともあり、北九

州市へ研修旅行は一昨年より減少気味ですが、鎌倉学園高校、九州歯科大学むしばくらぶ、川西南中学

校など、印象深いスタディーツアーもありました。鎌倉学園高校は、2 年連続実施の予約をいただきま

した。 
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■ 街頭募金活動＋エコライフステージ 

久しぶりの街頭募金活動でしたが、街頭に立ってライフアゲインの活動を紹介し、私たちの活動に

「寄付」という形で参加してくださいと、大きな声で呼びかけました。寄付者との会話や応援の言葉で

手応えのある 2 日間でした。 

 

定款の 

事業名 
事業内容 

実施 

時期 

実施 

場所 

従事者

の人数 

受益対象

者の範囲

及び人数 

事業費

の金額

(千円) 

普
及
啓
発
事
業 

講演会・講師派遣  30 回 

フードドライブ説明会など 回 

随時 県内 3 人 1500 人 7,038 

千円 

スタディーツアー 6 回 随時 市内 14 人 180 人 

2022 年次報告書「サンクスレポート」発行 9 月 全国 3 人 1800 人 

ニュースレター発行 17 号、18 号 5 月 

1 月 

3 人 1800 人 

1800 人 

つなぐ書店と連携した古本による寄付 年中 2 人  40 人 

令和４年度（補正予算）WAM（独立行政法

人福祉医療機構）助成事業報告書「なんどで

もなんどでも」「いつもだれかが待っている」 

3 月 3 人 1000 人 

ホームページ、 

つきだテラスホームページ 

SNS（フェイスブック、インスタグラム等） 

年中 6 人 不特定 

多数 

募金箱、フードドライブ設置 

街頭募金（2 日） 

年中 市内 3 人 不特定 

多数 

メディア掲載（新聞、テレビ、など） 

 

随時 全国 2 人 不特定 

多数 

チラシ等発行（子ども食堂関連チラシ、クラ

ウドファンディング、特別法人会員等） 

随時 全国 6 人 不特定 

多数 

FM キタキュー出演  

 

１月 

 

北九

州 

１人 

 

不特定 

多数 

 

 

 

第 1 回黒土始賞受賞 

8 月、第一交通産業の創業者黒土始設立の第 1 回黒土始賞を受賞 

しました。この賞は地域の発展や社会福祉の向上に貢献したとし

てライフアゲインはじめ 3 団体が選ばれて表彰されました。副賞

として 100 万円授与されました。 

  


